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Design Festival 2013 開催にあたって
 弊社株式会社フォーラムエイトは、本年7月16日、東京本社を品川インターシティへ移
転いたしました。中目黒の本社及び開発分室を統合し、セミナールーム、展示スペース
を拡張するために品川駅至近のインターシティA棟21Fに本社事務所を移しました。
おかげさまで、事業の拡大も伴い本社を拡張することができました。これもひとえに
ユーザの皆様のご支援の賜と、深く感謝申し上げます。
 1981年に発表した「UC-1シリーズ」も本年「エンジニア・スイート」を発
表し、クラウド、CIM機能強化を図り、成長を遂げています。また、
Engineer’s Studio（R）をはじめとするFEM解析ソフトは、本
格的な性能設計の時代を迎え、多くのユーザ様で採用される
に至っています。そして、2000年に発表したUC-win/Road
は、土木分野ばかりではなく、ドライビングシミュレータを
はじめ、様々なシステム開発に活用されています。
 本年は、本社移転も記念し、品川インターシティホールに
て「第7回フォーラムエイトデザインフェスティバル
2013-3Days」を開催いたします。第12回３DVRシミュ
レーションコンテスト・オン・クラウド、第 14 回
UC-win/Road協議会、第7回デザインコンファレンスなど恒
例のイベントを多数予定しております。ご多忙のこととは存じま
すが万障お繰り合わせのうえ、ご参加お願い申し上げます。
 株式会社 フォーラムエイト　代表取締役社長　伊藤裕二

9/18 Wed　A棟 21F フォーラムエイト セミナールーム 

9/19 Thu - 9/20 Fri　A棟 21F フォーラムエイト セミナールーム 

9/19 Thu　ホール

9/19 Thu　ホール

9/20 Fri　ホール

2013.9/18 Wed - 9/20 Fri

All about FORUM8 ＆ Products.

第12回3DVRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド審査会

UC-winRoad エキスパート・トレーニングセミナー

展示コーナー

第12回3DVRシミュレーションコンテスト
                          ・オン・クラウド表彰式

第14回UC-win/Road協議会
○ジェネラルセッション
○ドライビング・シム セッション

第7回デザインコンファレンス
            ジェネラルセッション
○設計解析セッション
○土木・CIMセッション

第7回デザインコンファレンス
           ジェネラルセッション
○建築・BIMセッション
○VDWC・CPWCセッション

UC-win/Roadテクニカルサポート

9/19 Thu　ホワイエ（ホール前）

9/19 Thu　B1F 会議室 1・2・3

第7回デザインコンファレンス
○地盤セッション
○耐震・防災セッション

UC-1、ESテクニカルサポート

9/20 Fri　B1F 会議室 1・2
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ネットワークパーティ
書籍出版披露

展示コーナー

9/17Tue　UC-winRoad エキスパート・トレーニングセミナー
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9/21Sat 

FORUM8 DESIGN FESTIVAL 2013

9/19 Thu  9/20 Fri

9/19 Thu  - 9/20 Fri

ご来場いただいた皆様にもれなく素敵な記念品を贈呈いたします
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お申し込みは

フォーラムエイト HP ホーム＞セミナーフェア
http://www.forum8.co.jp/fair/fair.htm

ユーザ情報ページより応募作品ＶＲデー
タを閲覧・投票いただいたユーザ様へ
FPB1000ptをプレゼント！

さらに、投票者全員から抽選で100名様
にオリジナル図書カード1000円をプレゼ
ント！

FORUM8 オリジナルマウスパッド 2013、オリジナル ECOバッグ
オリジナルボールペン、FORUM8 オリジナル図書カード500 円 9/7Sat －9/17Tue

９月17日（火） 13：00  －17：30
・UC-win/Road　・VR基礎知識
・セールスツールの活用　・導入のプロセス

９月18日（水）  9：30   － 17：30
・UC-win/Road 操作実習　基本／実践
・連携と拡張　・認定試験

［代理店 /コンサルタント様向けエキスパート養成講座］
UC-win/Road を販売する代理店や UC-win/Road を
使用して VR 業務の提案を行うコンサルタントの方々
のためのセミナーです。

テレビ会議
メインホールでのセッションを、TV会議全国6会場
（フォーラムエイト大阪・名古屋・福岡・仙台・札幌・
金沢）にて中継します。

同時通訳
このマークのついた講演は日英の同時通訳にてお
届けします。

CPD認定
継続教育制度 CPD（Continuing Professional 
Development）プログラム認定の講演を受講された
方は、CPD認定単位としてポイントまたはユニットが
取得できます。

日英 中
同時通訳

公益社団法人
土木学会
CPD 認定

テクニカルサポート

フォーラムエイト製品・サービスの
操作方法や活用方法などについて
の質問に、開発者がお答えします。
事前申し込みが必要となります。

9/19Thu 　会議室4（午後） UC-1 / Engineer's Studio®

9/20 Fri 　会議室4（午後） UC-win/Road

FORUM8 Point Bank

FPB1000 ポイントプレゼント！

講演についてのご案内

オリジナルマウスパッド 2013 オリジナル ECOバッグ オリジナル図書カード500 円

ご来場者全員

プレミアム会員ユーザ プレミアム会員ユーザ

オリジナルボールペンナルボー

高速度グラフィックサーバUMDC

7ch
ドライブ
シミュレータ

鉄道シミュレータ

VR-Cloud®

6K マルチクラスタ
デジタルサイネージシステム

品川インターシティ A棟 21F フォーラムエイトセミナールーム

エキスパート・トレーニングセミナー

9/17Tue - 9/18 Wed 参加無料

プレミアム会員特別企画

「東京スカイツリー® 天望デッキと2 大ブリッジ日帰りツアー」
下町風情の浅草とヒルトン東京ベイで大満足のバイキング。

「デザインフェスティバル2013－FPB プレミアム・ゴルフコンペ」
世界的に評価の高いデズモンド・ミュアヘッドの設計。英国のアーサー王伝説をモチー
フとする、造形美と戦略性を兼ね備えたコース。
※デザインフェスティバル Day2、Day3 への参加が対象です。

フルカラー積層 3Dプリンタ
模型 VRシステム

3Dレーザー
スキャナー

VDWC（学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド）

CPWC（学生クラウドプログラミングワールドカップ） P15

P13

Senso 
ドライブシミュレータ

小型 3Dプリンタ

UC-win/Roadドライブシミュレータ
・6Kマルチクラスタ・デジタルサイネージシステム
　－ネットワーク・マルチユーザ機能によるレースゲーム体験－
・Senso ドライブシミュレータ(フォースフィードバック対応)
　－ネットワーク・マルチユーザ機能によるレースゲーム体験－
・7chドライブシミュレータ(7画面クラスターシステム)
・6軸モーション体験シミュレータ
・3軸モーションドライブシミュレータ
・小型デモシミュレータ
・3Dステレオドライブシミュレータ
　(立体視)

UC-win/Road各種シミュレータ、ソリューション
・鉄道シミュレータ　
・高速度グラフィックサーバUMDC
・風解析システムと
　UC-win/Road模型VRシステム
・UAV(小型無人ヘリ)&VRシステム
　－VR連動飛行デモンストレーション－ 3D・VRエンジニアリング・コンテンツサービス

・フルカラー積層3Dプリンター
　－VR・3Dデータからの3D模型出力実演－
・3Dレーザースキャナー
・プロジェクションマッピング
　－3D模型によるシミュレーション実演－

FORUM8製品展示コーナー
・UC-win/Road、VR-Cloud®
・Engineer's Studio®、
・UC-1、UC-1エンジニアスイート

UC-win/Roadドライブシミュレータ
・6Kマルチクラスタ・デジタルサイネージシステム
　―赤外線深度センサーによるAir Driving体験―
・3chドライブシミュレータ

3D・VRエンジニアリング・
コンテンツサービス
・小型3Dプリンター

6K マルチクラスタ
デジタルサイネージシステム

プロジェクションマッピング

Senso 

層 3Dプリンタ

3ch
ドライブシミュレータ

土木設計 CADシリーズSince
1981
Since
1981

UAV(小型無人ヘリ)&VRシステム無無

9/19 Thu - 9/20 Fri　展示コーナー
品川インターシティ A棟 21F フォーラムエイト　10:00-17:00

 
品川インターシティホール　ホワイエ　10:00-17:00

ランチビュッフェ招待券ネットワークパーティご招待 ランチビュッフェ招待券

VDWC/CPWCサポートセッション

※午前･午後の両方にご出席の方のみ ※午前･午後の両方にご出席の方のみ

株式会社 フォーラムエイト 東京本社  東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ A 棟 21F
Tel 03-6894-1888｜Fax 03-6894-3888｜E-Mai l  f8tokyo@forum8.co. jp

The 2nd Student BIM & VR Design Contest World Cup Award
Noah's Ark -Tokyo 2050- Shibaura Institute of Technology

全国共通図書カード 1000
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VR-Cloud®インストール
▼

VRデータの閲覧・操作
▼

評価・一般投票

▼

2002 年のUC-win/Road「ソフトウェア・プロダクト・オブ・ザ・イヤー」受賞を機に毎年開催。本フェスティバルのメインイベントとして多くの優秀な作品
が発表されており、2011年からはVR-Cloud®によるクラウド投票がイベントを盛り上げています。

9/7Sat －9/17Tue　クラウド一般投票期間
投票サイト：VRcon.forum8.co.jp

クラウド一般投票期間　9/7Sat －9/17Tue　VRcon.forum8.co.jp

9/19 Thu　品川インターシティ ホール

審査員受賞作品選考会
投票による順位点および特別賞順位点により審査員が
選考。一般投票 70％、当社選考委員 30％の重み付け
で集計。

応
募
・
選
考
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

http://www.forum8.jpでバナーをクリックしてアクセス！

The 12th
3DVR Simulation Contest on Cloud

The 11th 3DVR Simulation Contest on Cloud 第 11回受賞作品

8/29 Thu　作品応募締切

応募基準・提出物
・UC-win/Road で作成されたVR データ
　（スクリプト必須／CD-ROM、DVD 等のメディアに保存）
・ＶＲデータの概要（150 字以内）、操作方法

提出物送付先
〒108-6021東京都港区港南 2-15-1
品川インターシティA 棟 21F
（株）フォーラムエイト システム営業グループ
第12回コンテスト受付係 宛 

9/4Wed　ノミネート予選選考会 9/18 Wed　審査会
フォーラムエイト 東京本社

9/19 Thu　
３D・VRシミュレーションコンテスト 
オン・クラウド 各賞発表と表彰式

応募者による遠隔プレゼンテーション
（VR-Cloud®とWebビデオ映像・音声通信）

▼
審査員との質疑応答を実施
▼

終了後に評点・協議によりノミネートを決定
▼

ホームページで同日結果発表

審査員プロフィール

傘木 宏夫 氏
(NPO地域づくり工房 代表）

環境アセスメント学会理事、自治体問題研究
所理事、長野大学非常勤講師、木崎湖温泉開
発株式会社取締役、長野県大町北高校学校
評議員。著書に『仕事おこしワークショップ』
（2012年）他。平成17年度地球温暖化防止活
動環境大臣賞受賞。

各賞・賞品

クラウドサーバ上で3D・VRを利用する合意形成ソリューション。インターネット
環境さえあれば、シンクライアントでもWebブラウザでVR空間を操作できます。

第12回３D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウド

 10:00-12:00

一般投票者プレゼント
抽選で100 名様に図書カード1000 円

ユーザ様にはもれなくFPB1000pt

手書きデザイン入力（注釈機能）

ビデオ会議システム（Skype）
を利用した協議シーン

景観評価付きの3D 掲示板機能

デザインミーティングの例　　大阪大学 大学院工学研究科　環境・エネルギー工学　福田知弘研究室

第12回３D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウド 各賞発表と表彰式

ユーザ情報ページより応募作品ＶＲデータを閲覧・投票いただいた
ユーザ様へ、FPB1000ptをプレゼント！

さらに、投票者全員から抽選で100名様に、
オリジナル図書カード
1000円をプレゼント！

株式会社 フォーラムエイト 東京本社  東京都港区港南 2-15-1 品川インターシティ A 棟 21F
Tel 03-6894-1888｜Fax 03-6894-3888｜E-Mai l  f8tokyo@forum8.co. jp

The 2nd Student BIM & VR Design Contest World Cup Award
Noah's Ark -Tokyo 2050- Shibaura Institute of Technology

全国共通図書カード 1000

FORUM8 Point Bank

FPB1000 ポイントプレゼント！

関 文夫 氏
(日本大学 理工学部 土木工学科 教授）

日本大学理工学部土木工学科卒業後、入社し
た大成建設にて土木設計部設計計画室に所属
し、橋梁エンジニアとして設計・現場勤務を経
て、道路構造物や河川、港湾、講演などのデ
ザイン等に取り組む。2011年より現職。

稲垣 竜興 氏
(道路・舗装技術研究協会 理事長）

財団法人道路保全技術センターにて情報技
術部長を歴任。著書として、「漫画で学ぶ舗装
工学」シリーズをはじめ、舗装工学、道路工学
に関わる書籍を多数執筆。道路・舗装の技術
発展と研究開発の推進活動を進めている。

応募作品の著作権等

受賞作品のVRデータの著作権は、応募者に帰属するものとします。

提出されたデータの配布は行いませんが、フォーラムエイトは、著作者が制作したデータ、作品および成果物について、
出力画像・動画等の編集・加工を行い、対外発表、研究発表、営業活動、広報活動として、HP、広報誌、書籍、雑誌、
新聞等媒体における掲載・紹介など、二次使用許諾権利を持つものとします。あらかじめご了承ください。

応募に関するお問合せ先

TEL: 03-6894-1888
FAX: 03-6894-3888
E-mail: forum8@forum8.co.jp

  PC 14
SVF14A1A1J

 10,000

  HD
PC 15 SVF15A1A1J

 25,000
 2,500

  10.1
SGP312JP/B
 2,500

  
DSC-WX300

 2,500

町田 聡 氏 
　プロジェクションマッピング協会アドバイザー
　アンビエントメディア 代表
　フォーラムエイト非常勤顧問

アンビエントメディア代表　コンテンツサービス
プロデューサー。プロジェクションマッピング、デ
ジタルサイネージ、AR、3D メディアのコンサルタ
ントURCF アドバイザー、（財）プロジェクション
マッピング協会 アドバイザー。著書に「3D 技術
が一番わかる」技術評論社、「3D マーケティング
がビジネスを変える」翔泳社 など。

司会者プロフィール
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特別講演 1

「デジタルカメラを用いた
即時的かつ柔軟な３次元復元」 

東京工業大学 大学院理工学研究科
 機械制御システム専攻 教授　奥富 正敏 氏

デジタルカメラを用いて、対象をさまざまな方向から撮影した画像を処理することにより、撮影時
のカメラの位置・姿勢と対象の3次元構造を復元する技術を解説。同氏が開発に係ったこの手法
は、撮影画像を即座に処理して復元結果が得られるため、その時点までに復元された結果を確認
しながら、効率よく必要な画像の撮影が可能となる。本講演では、関連技術の一般的な解説とと
もに、開発の概要と処理結果の事例を紹介する。

Profi le：1983年キヤノン株式会社入社、米カーネギーメロン大学客員研究員を経て同社情報システ
ム研究所主任研究員。1994年 東京工業大学大学院助教授、2002年より現職。

特別講演 4

「予防安全情報処理分野における
シミュレーションの活用」 

愛知県立大学 情報科学部
教授　小栗 宏次 氏

研究室所有の、VR技術を用いた実車改造型マルチディスプレイシミュレータ、6軸モーションシ
ミュレータシステムにより車輛情報に加えドライバの生体信号解 析から、精神負荷度や眠気など
ドライバの状態推定技術、行動予測に関する研究で世界最高水準の成果を導いている。状態推定
技術に関する特許多数。本講演に おいては、これら研究成果の紹介とともに、次世代のドライブ
シミュレータへの展望についても紹介する。

Profi le：1960年名古屋生まれ。名古屋工業大学大学院修了後、1998年より現職。ドライバモニタリ
ングによる予防安全システムに関する研究に従事。

特別講演 2

「3D・VR・ARの新たな展開」

三次元映像のフォーラム代表
デジタルハリウッド大学 大学院 特任教授

羽倉 弘之 氏

S3D（立体視）映像は、エンターテイメントから医学、教育など様々な応用分野へと広がっていお
り、最近では、3Dプロジェクションマッピング、3Dプリンタと、バーチャル（仮想）からリアル（現
物）へと、表現技術が進化している。特に、従来工業、産業用の用途が中心であった、3Dプリンタ
と3Dプロジェクションマッピングが融合し、ＡＲ・ＶＲ的に利用されて、教育や訓練、娯楽や芸術
作品などが制作されている。このような新しい動きの概況について紹介する。

Profile：1974年コロンビア大学大学院卒。通産省外郭研究機関研究員、米国系企業を経て、95年
デジタルアニメソフト開発会社、Webデザイン会社の設立・経営。デジタルハリウッド大学大学院特
任教授。

特別講演 5

「ICT 技術の進展とシミュレーション活用の今後」 

慶應義塾大学 理工学部 管理工学科
専任講師　松本 修一 氏

ICT技術の急激な発達にともない、従来の情報通信技術だけでは実現不可能であった様々な新し
い取り組みが可能となってきた。シミュレーションの世界においても交通流シミュレーション、ドラ
イビングシミュレーションなどの要素技術開発や実用研究、実務での活用の可能性は非常に大き
くなっている。本講演では、これまでのシミュレーション技術や活用事例を振り返るとともに、今
後のシミュレーションの利活用の可能性や展望を紹介する。

Profi le：2003年慶應義塾大学大学院前期博士課程修了。2004年高知工科大学助手、2008年同大助
教、2009年慶應義塾大学先導研究センター講師、2012年より現職。博士（工学）。

特別講演 3

「３Dプロジェクションマッピング最新事例、
今後の展開」 

クリスティ・デジタル・システムズ 日本支社
支社長　半澤 衛 氏

クリスティ・デジタル・システムズは、世界最高水準のプロジェクション・ソリューションおよびシス
テムインテグレーションサービスを提供。同社のプロジェクタが創り出す安定・高精細なイメージ
が映像の世界を広げ、高度なプロジェクションが要求される様々な分野において幅広く活用され
ている。本講演においては、近年脚光を浴びている3Dプロジェクションマッピングについて、マー
ケット創世記からの同社の歩み、DLP方式プロジェクタによる高輝度・高画質な映像による最新
事例、今後の展開について紹介する。

Profile：1981年日商エレクトロニクス（株）入社、ビジュアル事業部／部長を務め、大型映像システ
ム、CAVEを中心とするVRシステム等のインテグレーションに従事。2003年Christie Digital Systems 
Japan設立。

第14 回 UC-win/Road 協議会　ジェネラルセッション

13:00-13:40
特別講演 1  
「デジタルカメラを用いた即時的かつ柔軟な３次元復元」
東京工業大学 大学院理工学研究科 機械制御システム専攻 教授　奥富 正敏 氏 

13:40-14:00 
特別講演 2  
「3D･VR･ARの新たな展開」
 三次元映像のフォーラム代表／デジタルハリウッド大学 大学院 特任教授　羽倉 弘之 氏 

14:00-14:20
特別講演 3  
「３D プロジェクションマッピング最新事例、今後の展開」

クリスティ・デジタル・システムズ 日本支社 支社長　半澤 衛 氏 

9/19 Thu　ホール

第12回 3DVRシミュレーションコンテスト・オン・クラウド表彰式

10:00-10:40
特別講演  

「コンピュータグラフィックスの発展と今後への期待と課題」
フォーラムエイト 特別顧問、元NEC副社長　川村 敏郎 氏 

10:40-12:00
第12回３D・VRシミュレーションコンテスト オン・クラウド
各賞発表と表彰式

12:00-13:00 ランチビュッフェ　 プレミアム会員ユーザご招待

日英中
同時通訳

日英中
同時通訳

コンテストは、応募者によるクラウドを利用したプレゼンテーションと事
前ノミネート選考会、一般投票を経て、審査員による最終審査が行われま
す。表彰式では、NEC元代表取締役副社長としてITソリューション事業の
最高責任者を務められた弊社特別顧問、川村敏郎氏を招聘し、特別講演を
実施します。年々高品位なモデルが登場し、近年では、都市計画・自動車・
鉄道・製造など多分野の出品作品も受賞する中、グランプリの栄光は？ 乞
うご期待。

デジタルカメラ撮影画像の即時処理により3次元モデル復元する技術
や、教育やエンターテイメント、芸術などの様々な分野で活用がすすむ
3Dプロジェクションマッピングの最新事例、S3Dの新時代での展開な
ど、VR技術や映像技術の最先端情報をUC-win/Roadの展望とともにご
紹介します。

The 14th UC-win/Road Conference General sessions

第14回UC-win/Road協議会
ジェネラルセッション

The 12th 
3DVR Simulation Contest on Cloud Award Ceremony

第12回
3D・VRシミュレーションコンテスト
オン・クラウド 各賞発表と表彰式

プレミアム会員ユーザ
ランチビュッフェ招待券

ネットワークパーティご招待

ご来場者プレゼント
オリジナルマウスパッド、ECOバッグ

ボールペン、図書カード500 円

特別講演 6

「高性能モーションを用いたシミュレータ・
試験装置事例」 

日本ムーグ株式会社
アプリケーション エンジニア　増野 浩二 氏

車両研究／開発用シミュレーター、航空機操縦訓練シミュレーター、振動試験装置など、多岐にわ
たる分野において高性能モーションシステムが使用されており、ムーグはこれまで多くのモーショ
ンシステムを世界中のユーザーに提供している。特に高性能モーションを使ったシステムでは、研
究開発のプロセスの改善に貢献している。今回は欧州を中心とした各導入事例と高性能モーショ
ンの有効活用方法について紹介する。

Profi le：カリフォルニア州立大学航空宇宙工学卒。現在電動油圧制御機器担当技術者（他にハイブ
リッド自動車用モーター設計等）

東京本社品川移転を記念してさ
さやかなパーティーを開催させ
ていただきます。併せて、フォー
ラムエイトパブリッシングより
刊行の『新版・地盤FEM 解析
入門』の出版披露も行います。

最新刊『新版・地盤FEM 
解析入門』をはじめとし
て、フォーラムエイトパブ
リッシングの既刊書籍す
べてを特別価格にてご提
供いたします。

本社移転記念
ネットワークパーティ& 書籍出版披露

9/19 Thu　ホワイエ（ホール前）　17:30-19:30
フォーラムエイトパブリッシングより
出版書籍のご紹介

毎年開催されるUC-win/Road協議会は第14回目となり、今年もドライビ
ングシミュレーションを活用した最新研究、高性能モーションシステム事
例について、講師の方々をお招きし、ご講演いただきます。UC-win/Road 
Ver.9により機能追加された先進的なドライビングシミュレーション機能
についてもご紹介します。

The 14th UC-win/Road Conference Driving sim sessions

第14回UC-win/Road協議会
ドライビングシムセッション

プレゼンテーション 1

「UC-win/Road Ver.9 のシミュレーション機能と今後の開発予定」
(株)フォーラムエイト VR 開発グループ

ITS研究開発、ドライバー同士のインタラクション、車の自動制御等シミュレーション機能の拡張
について紹介。また、鉄道、建築、群集シミュレーション分野についても、プロトタイプ機能のデモ
ンストレーションおよびその展望について説明する。

第14回UC-win/Road協議会　ドライビングシムセッション

14:30-15:10 
特別講演 4  
「予防安全情報処理分野におけるシミュレーションの活用」

愛知県立大学 情報科学部 教授　小栗 宏次 氏 

15:10-15:50
特別講演 5  
「ICT技術の進展とシミュレーション活用の今後」

慶應義塾大学 理工学部 管理工学科 専任講師　松本 修一 氏 

15:50-16:30
特別講演 6  
「高性能モーションを用いたシミュレータ・試験装置事例」

日本ムーグ株式会社 アプリケーション エンジニア　増野浩二 氏 

16:30-16:55 
プレゼンテーション 1  
「UC-win/Road Ver.9のシミュレーション機能と今後の開発予定」

(株)フォーラムエイト

16:55-17:10 
「最先端表現技術利用推進協会」発足について
三次元映像のフォーラム 代表、デジタルハリウッド大学大学院 特任教授　羽倉 弘之 氏

The 14th  VR Conference

The 12th 3DVR Simulation Contest

特別講演 

「コンピュータグラフィックスの発展と
今後への期待と課題」 

フォーラムエイト特別顧問／元NEC副社長
川村 敏郎 氏

コンピュータグラフィックスの歴史は1960年代初頭に芽生え、ハード・ソフトの発展と共に歩んで
きた。英数字と記号しか扱えなかった時代に情報を絵や図という形で表現したいという本質的な
欲求は、ラインプリンターによる疑似表示やＸＹプロッタでの線描画という初歩的な段階から半
世紀に及ぶ研究開発成果によって目覚ましい発展をし、今や産業界のみならずアニメ、ゲームや
映画にも活用され、VRの世界へと発展を続け、コンピュータの利用技術を飛躍的に拡大させて来
た。今後の更なる発展による社会貢献への期待と共に過剰仮想世界による社会や市民生活への影
響などの課題についても取組む必要があろう。

Profi le：NEC元代表取締役副社長。現在、株式会社コラボ・ビジネス・コンサルティング代表取締役
として海外との企業共創を実現。本年4月より弊社顧問。

The 14th  VR Conference

「最先端表現技術利用推進協会 発足について」
三次元映像のフォーラム代表／デジタルハリウッド大学 大学院 特任教授　羽倉 弘之 氏

最先端の3D技術(S3D[立体視]映像技術、3Dプロジェクションマッピング、3Dプリンタ、3Dセン
サー）やVR、AR、ロボット、4K・8K、クラウド（ビッグデータ処理を含む）技術等を含んだ幅広い
表現手法およびコンテンツ制作について、総合的に研究開発、教育普及活動、受託や共同研究等
を行うことを目的として、「最先端表現技術利用推進協会」（略称：表技協）を立ち上げることを、
理事長の伊藤裕二（フォーラムエイト代表取締役社長）および会長の町田聡氏（アンビエントメ
ディア代表）より発表。なお事務局として、羽倉弘之氏（三次元映像のフォーラム代表）が担当。

公益社団法人
土木学会
CPD 認定

日英中
同時通訳公益社団法人

土木学会
CPD 認定

公益社団法人
土木学会
CPD 認定

プレミアム会員ユーザご招待

表紙イメージ
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第7回デザインコンファレンス　地盤セッション

13:00-13:40
特別講演 1  
「地盤FEM解析のためのモデリング技術」

群馬大学 理工学研究院 環境創生部門 助教　蔡 飛 氏

13:40-14:20
特別講演 2  
「UWLC2D、3Dの実務への適用」

株式会社NOM 代表取締役社長　大河内 保彦 氏

14:30-15:10
特別講演 3  
「擁壁の設計における「GeoFEAS」活用例」

株式会社ブルドジオテクノ代表取締役　花田 俊弘 氏

15:10-15:50
特別講演 4  
「汎用土石流シミュレータKanakoを適用した土石流解析の事例紹介」

京都大学 農学研究科森林科学専攻 助教　中谷 加奈 氏

15:50-16:30 
プレゼンテーション 1  
「土石流シミュレーションと地盤解析シリーズの最新情報と今後の展開」 

 (株)フォーラムエイト UC-1開発第1グループ    

16:30-17:10
プレゼンテーション 2  
「地盤解析シリーズを用いた解析事例の紹介」 

 (株)フォーラムエイト 解析支援チーム

地盤解析シリーズの高度活用ユーザの特別講演を中心にFEM解析の活用を
お考えのユーザ様に大変役立つ技術情報となります。土石流解析のソルバー
「Kanako」の開発者である京都大学中谷加奈氏を招聘し、特別講演を実施
します。

9/19 Thu　会議室1・2 会議室3

特別講演 1

「地盤 FEM 解析のためのモデリング技術」 

群馬大学 理工学研究院 環境創生部門
助教　蔡 飛 氏

「新版・地盤FEM解析入門」出版にあたって、本書の目的、概要、FEM解析における留意点などを
実際の事例の紹介と合わせて解説。地盤FEMエンジニアリングに必要な基礎知識、FEM解析を行
う上でのチェックポイントなどについて説明を行う。

Profi le：群馬大学理工学研究院環境創生部門助教、技術士（総合技術監理部門・建設部門）、日本
地すべり学会関東支部運営委員、日本地すべり学会研究奨励賞受賞（2004年）

特別講演 2

「UWLC2D、3Dの実務への適用」
 

株式会社NOM
代表取締役社長　大河内 保彦 氏

UWLC2D、３Dを用いて、一つはジオテキスタイルを用いた液状化対策工法、もう一つは固化系地
盤改良を用いた液状化対策工法の開発を目的とした遠心模型実験のシミュレーションを行った。
その結果、比較的うまく無対策と対策工法の効果の実験事実を説明でき、設計に適用可能である
ことがわかった。この事例に加え、UWLC２Dの実務への適用例も紹介する。

Profile：株式会社NOM(ノム)　代表取締役社長。技術士(総合監理部門・建設部門)、高度情報処
理技術者(プロジェクトマネージャー)、Professional Engineer(OREGON)

特別講演 3

「擁壁の設計における「GeoFEAS」活用例」 

株式会社ブルドジオテクノ
代表取締役　花田 俊弘 氏 

擁壁設計においてコンクリート擁壁の全体安定検討をGeoFEASで解析した事例を紹介する。造
成土工での施工方法を想定した擁壁及び基礎への作用力の検討、安定検討などの解析内容の概
要、問題点、成果などを報告する。

Profile：株式会社ブルドジオテクノ代表取締役。技術士（建設／総合技術監理）として、主に造成
土工計画、擁壁・基礎・土構造などの設計業務を手がけている。

特別講演 5

「入門講座『都市の地震防災
- 地震・耐震・津波・減災』」 

東京都市大学
教授 　吉川 弘道 氏

地震災害を多く経験した我が国は、地震工学、耐震工学、減災技術にて世界の最先端技術を有し
ていると言える。一方では、これらの技術と知見は専門化・細分化が著しく、すべてを網羅した出
版物は限られている。そこで、著者5名による入門書「都市の地震防災」を書きおろし、４月に上梓
した。今回の講演では、共著者福島氏とともに、地震防災を考える際の４つの分野（地震、耐震、
津波、減災）のエッセンスをお伝えしたい。

Profile：コロラド大学客員教授（1992-3年）早稲田大学理工学部卒業、工学博士。専門は耐震工
学、地震リスク、鉄筋コンクリート。土木学会論文賞、土木学会吉田賞他受賞・著作多数。

特別講演 6

「地震災害は何故起こるか、
どのように立ち向かえば良いのか」 

東電設計株式会社
防災グループマネージャー　福島 誠一郎 氏

近年、我が国は地震活動期に入ったと言われ、来るべき地震に備えて様々な地震対策が取られる
ようになってきた。ここではまず、我が国を取り囲む地震について説明し、地震によって生じた揺
れがどのように伝わり、どのような災害を引き起こすかについて、過去の災害事例を交えて示す。
次に、国、自治体、地域での災害対応活動を紹介しながら、このような災害に対して我々がいかに
立ち向かえば良いのかについて説明する。

Profi le：東電設計株式会社、防災グループマネジャー。早稲田大学大学院修了、博士（工学）。専門
分野は地震リスク評価、地震防災、BCP。

特別講演 8

「BCP 策定の必要性と基本的な考え方について」 

株式会社ヒルベット・ソリューション
代表取締役　小山 隆 氏

BCPとは、事業の中断の原因となるさまざまなリスクを想定し、これらを未然に回避、あるいは被
害を受けても速やかに復旧できるようにあらかじめ、方針や行動手順を規定したものである。本
講演では、BCPの必要性や目的、さらにはその策定における基本的な考え方について、建設系企
業を想定した解説を行う。

Profile：ISMS認証取得支援、BCMS、BCP作成支援等に従事。著書に「実践BCM運用・定着マ
ニュアル」（オーム社）。

プレゼンテーション 1

「土石流シミュレーションと地盤解析シリーズの最新情報と今後の展開」
(株)フォーラムエイト UC-1 開発第 1グループ

土石流シミュレーションについては、実際に数値解析が行われた災害事例を「UC-win/Road 土
石流シミュレーションプラグイン」を用いてVRで可視化した例を紹介し、VR表現の可能性やその
展望について説明する。また、地盤解析シリーズについて「弾塑性法地盤解析（GeoFEAS）2D」と
「2次元浸透流解析（VGFlow2D）」との連携機能をはじめとした最新情報を紹介する。

プレゼンテーション 2

「地盤解析シリーズを用いた解析事例の紹介」
(株)フォーラムエイト 解析支援チーム

VGFlow2Dを用いた降雨浸透解析結果として得た水圧分布を考慮して、GeoFEAS2Dを用いてせ
ん断強度低減法による法面安定解析を行った事例、また、UWLCで１次元の地震応答解析を行い
地中の加速度分布を得た結果を用いて、GeoFEAS2Dによる応答震度法を行った結果と、２次元
のUWLC解析結果を比較検討した事例を紹介する。

プレゼンテーション 3

「３次元 VRを活用した震災・防災対策ソリューション
　～津波解析／避難解析・VRモデル事例」

(株)フォーラムエイト 解析支援チーム

浸水氾濫・津波解析、火災・避難解析結果の可視化や、ハザードマップへの活用など、フォーラム
エイトの防災・避難/震災対策ソリューションを紹介する。

特別講演 4

「汎用土石流シミュレータKanako を適用した
土石流解析の事例紹介」 

京都大学大学院 農学研究科 森林科学専攻
山地保全学分野 助教　中谷 加奈 氏

土石流数値シミュレーションの背景やモデルについて説明した後、GUIを実装した汎用土石流シ
ミュレータKanakoの開発経緯や適用範囲、砂防堰堤やハイドログラフなどの各種パラメータの設
定方法を紹介する。その後、これまでに実施した土石流危険渓流や災害事例（広島県宮島、山口県
防府市）のKanakoでの適用例を紹介する。

Profi le：京都大学大学院農学研究科助教、博士（農学）、専門は砂防学。汎用土石流シミュレータ
Kanako開発により砂防学会賞（技術賞）受賞（2010.5）

特別講演 7

「空間情報とシミュレーション技術による
安全・安心への挑戦」 

セコム株式会社 IS 研究所 
空間エンジニアリンググループ　足達 嘉信 氏

BIMやGISの空間情報を統合することにより、屋内外の空間モデルを対象として防災計画に関わ
る様々なシミュレーション技術が活用可能となってきている。本講演では、BIMデータの国際標準
化の動向とともに、BIM-GISデータ連携、人動態シミュレーションなどを活用した、建物単体だけ
でなく周辺地域を含めた広域の安全性評価を目指した取り組みについて紹介する。

Profile：セキュリティ計画・サービスへ空間情報を活用する研究に取り組むとともに、Building 
Information Modeling(BIM)普及展開に取り組んでいる。

プレゼンテーション 4

「フォーラムエイトにおけるBCMS 取組み最新情報について」
(株)フォーラムエイト UC-1 開発第 1グループ

ISO22301認証取得に至るフォーラムエイトのBCMS活動と今後の展開について説明。併せて、
BCP作成支援ツール、BCP策定・BCMS構築支援サービスについても紹介する。

The 7th Design Conference Geotechnical analysis sessions

第7回デザインコンファレンス
地盤セッション

プレミアム会員ユーザ
ランチビュッフェ招待券

ネットワークパーティご招待

ご来場者プレゼント
オリジナルマウスパッド、ECOバッグ

ボールペン、図書カード500 円

地盤FEM解析入門
2013年9月　発売予定

目　次
1. 地盤工学におけるFEM 解析
2. 地盤 FEM 解析の基礎理論
3. 地盤 FEM 解析のためのモデリング
4. 地盤材料の構成則
5. 材料パラメータの決め方

第7回デザインコンファレンス　耐震・防災セッション

13:00-13:40 
特別講演 5  
「入門講座『都市の地震防災 ー地震・耐震・津波・減災ー』」

東京都市大学 教授　吉川 弘道 氏

13:40-14:20
特別講演 6  
「地震災害は何故起こるか、どのように立ち向かえば良いのか」

東電設計株式会社 防災グループマネージャー　福島 誠一郎 氏

14:30-15:10 
プレゼンテーション 3  
「３次元VRを活用した震災・防災対策ソリューション
～津波解析／避難解析・VRモデル事例」 (株)フォーラムエイト 解析支援チーム 

15:10-15:50
特別講演 7  
「空間情報とシミュレーション技術による安全・安心への挑戦」

セコム株式会社 IS研究所 空間エンジニアリンググループ　足達 嘉信 氏

15:50-16:30
特別講演 8  
「BCP策定の必要性と基本的な考え方について」

株式会社ヒルベット・ソリューション 代表取締役　小山 隆 氏

16:30-17:10 
プレゼンテーション 4  
「フォーラムエイトにおけるBCMS取組み最新情報について」

 (株)フォーラムエイト UC-1開発第1グループ

The 7th Design Conference
｢都市の地震防災｣の著者である東京都市大学 吉川弘道氏を招聘し、特別講
演を実施します。関連分野のスペシャリストによる、耐震・防災都市にフォー
カスしたご講演や、BIM-GISデータ連携、人動態シミュレーション活用、
BCPに関するご講演、弊社のBCMS取組発表など、広く都市防災に係る
テーマでご紹介します。

The 7th Design Aseismic / Disaster prevention sessions

第7回デザインコンファレンス
耐震・防災セッション

The 7th Design Conference

9/19 Thu　会議室4（午後） フォーラムエイト製品・サービスの操作方法や活用
方法などについての質問に、開発者がお答えします。
お気軽にお立ち寄りください。

事前申し込みが必要となります。UC-1シリーズ ,Engineer's Studio® 表紙イメージ

フォーラムエイトパブリッシングより

新刊のご紹介

公益社団法人
土木学会
CPD 認定

公益社団法人
土木学会
CPD 認定

テクニカルサポート

6. 地盤と構造物の相互作用
7. 非線形解析
8. せん断強度低減法による安定解析
9. 液状化に伴う自重による変形解析
10. 解析事例
11.GeoFEAS 操作方法

10 11
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9/20 Fri　ホール

第7回デザインコンファレンス　設計解析セッション

10:00-11:20

特別講演 1  
「コンクリート構造工学と水－短期・長期性能評価－」

東京大学大学院 工学系研究科 教授　前川 宏一 氏

11:20-11:40 
プレゼンテーション 1  
「Engineer's Studio®最新バージョン」

 (株)フォーラムエイト 新規プロジェクトグループ

11:40-12:00
プレゼンテーション 2 
「解析支援サービス最新解析事例」

(株)フォーラムエイト  解析支援チーム

12:00-13:00 ランチビュッフェ　 プレミアム会員ユーザ招待

13:00-14:10
特別講演 2  
「Engineer's Studio®による数値シミュレーションとケーススタディ」

グラナダ大学（スペイン） 地震工学グループ　Jesus Donaire Avila 氏

14:10-14:50

特別講演 3  
「３次元FEMモデルを用いた配水池の

耐震構造解析の有効性と耐震性能評価について」
パシフィックコンサルタンツ株式会社　矢部 博康 氏

株式会社解析技術センター　石合 雄志 氏

プレゼンテーション 1

「Engineer's Studio®最新バージョン」
(株)フォーラムエイト 新規プロジェクトグループ

Engineer's Studio®は、UC-win/FRAME(3D)の後継製品としてFORUM8が注力している製品。
従来の3次元非線形フレーム要素に加えてRC非線形平板要素を装備した初版をリリース後、ケー
ブル要素、減衰要素を追加し、64bitソルバーやPARDISO対応など大規模演算性能も改良。さら
に平成24年道路橋示方書および2012年制定コンクリート標準示方書の断面照査機能に対応。こ
れらの概要と合わせて今後の開発予定を紹介。

プレゼンテーション 2

「解析支援サービス最新解析事例」
(株)フォーラムエイト  解析支援チーム

動的非線形解析Engineer's Studio®、地盤解析GeoFEAS(2D)やUWLC、雨水流出解析
xpswmm、避難解析EXODUS/SMARTFIRE等を用いた初期モデル作成、さらに結果整理や報告
書作成などのオプションといった解析支援サービス業務の最近の傾向について、実際の解析事例
と技術情報とを併せて紹介する。

プレゼンテーション 5

「CIM&VRのデータ連携と3DVR エンジニアリングサービス」
(株)フォーラムエイト VR サポートグループ

2D・３D図面と、UC-win/Roadの３D・VRモデルデータを活用した各種技術サービスの連携、ク
ラウドによるサービス提供など、フォーラムエイトのCIM対応ソリューションを紹介する。

プレゼンテーション 4

「UC-1エンジニアスイートとCIM 機能、自動設計機能、クラウド機能」
(株)フォーラムエイト UC-1自動設計開発チーム

今年5月より順次リリースした設計計算プログラム統合パッケージ「UC-1エンジニアスイート」の概
要、共通機能および特長について、特にCIMの観点から紹介を行う。

プレゼンテーション 3

「フォーラムエイト３DCAD Studio™の開発」
(株)フォーラムエイト 3DCAD 開発チーム

国産の土木用3次元CADを普及させる目的で開発された3次元CADの計算エンジンをベースに、
フォーラムエイトの開発フレームワークを使用して開発中の3DCAD Studio™の概要について紹
介。フォーラムエイト製品のCIM対応との関連、道路設計や配筋、他社製品とのデータ交換など、
今後の開発予定を紹介する。

プレミアム会員特別企画9/21Sat 

プレミアム会員ユーザご招待

下町風情の浅草と
ヒルトン東京ベイで大満足のバイキング

時間： 東京駅 7:40 発／15:10 着予定

対象： デザインフェスティバル Day2、Day3への参加
2013 年 8月度・9月度プレミアム会員、
ゴールドプレミアム会員
（1社 2名まで。応募者多数の場合抽選）

世界的に評価の高いデズモンド・ミュアヘッドの設計。
英国のアーサー王伝説をモチーフとする、造形美と戦
略性を兼ね備えたコース。

 於： 千葉、オークビレッヂゴルフクラブ
集合： 品川駅港南口インターシティ前（バス送迎または現地集合可）
対象： デザインフェスティバル Day2、Day3への参加

2013 年 8月度・9月度プレミアム会員、
ゴールドプレミアム会員
（1社 1名まで。応募者多数の場合抽選）

特別講演 5

「道路・橋梁・トンネル・舗装技術の過去
～現在～未来、CIMの導入への対応」 

道路・舗装技術研究会
理事長　稲垣 竜興 氏

1990年11月設立の財団法人 道路保全技術センターにおいて、道路ストックを良好に維持するた
めの総合的な道路保全・管理技術に関する調査・分析・診断・劣化予測等の調査研究と、技術提
供の推進に携わってきた経験や、現在行っている、一般社団法人道路・舗装技術研究協会での活
動をもとに、主に維持管理の観点から、道路・橋梁・舗装・トンネル技術に関する技術展望および
CIM導入への対応について発表する。

Profi le：工学博士。財団法人道路保全技術センターにて、情報技術部長を歴任、現在は、道路・舗
装技術研究協会　理事長。著書として、「漫画で学ぶ舗装工学」シリーズをはじめ、舗装工学、道路
工学に関わる書籍を多数執筆。道路・舗装の技術発展と研究開発の推進活動を進めている。

特別講演 2

「Engineer's Studio®による
数値シミュレーションとケーススタディ」 

グラナダ大学 地震工学グループ
Jesus Donaire Avila 氏

グラナダ大学では、フォーラムエイトの3次元動的非線形解析ソフトEngineer's Studio®による数
値シミュレーションを活用して、構造物全体の数値モデルを使用した複数の内部・外部の柱-ワッフ
ルスラブ接続部対象の振動テーブルテストや、同モデルの非線形時刻歴解析等の実験研究が行わ
れ、解析結果をポストプロセッシングすることにより履歴ダンパーを追加した構造物の設計方法
の開発が実現した。本講演では、これらの内容について発表する。

Profile：アマデオ・ベナベント-クリメント教授率いるグラナダ大学地震工学グループのメンバーと
して研究を行っている。2013年7月に同大学博士号取得。

特別講演 3

「3次元 FEMモデルを用いた配水池の耐震
構造解析の有効性と耐震性能評価について」 

パシフィックコンサルタンツ株式会社　矢部 博康 氏
 株式会社解析技術センター 代表取締役　石合 雄志 氏

水道施設耐震工法指針による性能照査型設計における非線形解析と照
査基準の考え方やEngineer'sStudio®を用いて作成したフラットスラブ
構造の3次元FEMモデルの耐震性能評価を2次元モデルとの比較を行
いながら、その有効性について発表を行う。また、３次元FEMモデルを
用いた動的解析の実施手順や解析事例など、先進的な取組についても
触れられている。

Profile：矢部 博康氏：パシフィックコンサルタンツ株式会社。上水道部門を担当しており、主に水
道施設の耐震性能評価や耐震補強設計などを手掛けている。
Profi le：石合 雄志氏：株式会社解析技術センター　代表取締役。FEM解析など高度な構造解析を
中心に営業展開しており、耐震診断・補強設計等を手掛ける。

特別講演 4

「CIMの現状と実現を目指す理想像」 

株式会社大林組 土木本部本部長室情報企画課
JACIC、CIM技術検討会委員

 杉浦 伸哉 氏

JACICのCIM検討会では、建設におけるライフサイクル全体の新しい管理システムの構築、CIMを
実現するため、先進的な技術的検討を行っており、その昨年度の成果について紹介する。大林組と
しては、施工現場におけるCIMへの取り組み、設計者より提供されたデータの施工側での有効効
率の向上などについて発表。また、CIMにおけるフォーラムエイトのソフトウェアの活用について
発表する。

Profile：土木現場における施工効率化を見据えたICTツール利用推進立場として、情報化施工や
CIMの現場展開を進めている。「Simple＆Easy」で施工に生かせるCIMを検討している。

特別講演 1

「コンクリート構造工学と水
－短期・長期性能評価－」 

東京大学大学院 工学系研究科
教授　前川 宏一 氏

コンクリート構造の様々な挙動には水が深く関与している。本講演では寸法の大きく異なる空隙
に捕捉されている水が構造物の巨視的な応答に及ぼす影響を、定量的に把握する方法論を提示し
たい。空隙寸法ごとに流れる時間スケールは桁違いに異なる。これらを多面的に考慮することで、
数秒から数十年にわたるコンクリート構造の応答解析を実行することが可能となる。あわせて、安
全設計、維持管理計画に応用した事例を紹介する。

Profi le：東京大学大学院社会基盤学専攻教授。工学博士。専門はコンクリート工学。非線形解析と
安全設計、マルチスケール材料科学と耐久性力学、地盤構造相互作用など。

プレミアム会員ユーザ

ランチビュッフェ招待券

ご来場者プレゼント
オリジナルマウスパッド、ECOバッグ

ボールペン、図書カード500 円

第7回デザインコンファレンス　土木・CIMセッション

15:00-15:40
特別講演 4  
「CIMの現状と実現を目指す理想像」
 株式会社大林組 土木本部本部長室情報企画課／JACIC、CIM技術検討会委員　杉浦 伸哉 氏

15:40-16:20 

特別講演 5  
「道路・橋梁・トンネル・舗装技術の

過去～現在～未来、CIMの導入への対応」
 道路・舗装技術研究会 理事長　稲垣 竜興 氏

16:20-16:40 
プレゼンテーション 3  
「フォーラムエイト３DCAD Studio™の開発」

(株)フォーラムエイト 3DCAD開発チーム

16:40-17:10 

プレゼンテーション 4  
「UC-1エンジニアスイートとCIM機能、自動設計機能、クラウド機能」

  (株)フォーラムエイト UC-1自動設計開発チーム

プレゼンテーション 5  
「CIM&VRのデータ連携と３DVRエンジニアリングサービス」

(株)フォーラムエイト ＶＲサポートグループ

※ゴルフとツアーの同時の申し込みはできません。
※企画費用はフォーラムエイト負担、集合場所までの交通・宿泊は
　自己負担となります。

世界最高水準のコンクリート解析理論でも著名な前川 宏一氏（東京大学
大学院 教授）を招聘し、特別講演を実施します。ユーザ様の特別講演と
して、海外での研究事例、性能設計照査に対応した水道施設の３次元動
的非線形解析の活用事例などについてご講演いただきます。Engineer’s 
Studio®の最新バージョンでの新機能についてもご紹介します。

The 7th Design Conference Design & Analysis sessions

第7回デザインコンファレンス
設計解析セッション

The 7th Design Conference
近年、急速に現場導入の機が高まるCIMについて、調査・測量～設計～施
工～維持管理といったライフサイクルの様々なフェーズにおける動向と展望
について、ご講演いただきます。株式会社大林組の杉浦伸哉氏より、JACIC 
CIM技術検討会での活動と、同社のCIMへの取り組みについて、また、稲
垣竜興氏（道路・舗装技術研究会 理事長）より、道路の維持管理における
CIM活用事例と展望についてご講演いただきます。

The 7th Design Conference Civil Design / CIM sessions

第7回デザインコンファレンス
土木・CIMセッション

The 7th Design Conference

本案内状と同封の申し込み用紙にご記入の上お申し込みください。

FAX：　03-6894-3888
お申し込み

日英中
同時通訳公益社団法人

土木学会
CPD 認定

日英中
同時通訳公益社団法人

土木学会
CPD 認定
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特別講演 7

「DesignBuilder、EnergyPlus による
建物空調エネルギー解析」 

アズビル株式会社 技術開発本部 基幹技術開発部
 近田 智洋 氏

東日本大震災の影響による電力需要の逼迫により、様々な節電・省エネ対策が進められている。
需要抑制の有効な手段としてデマンドレスポンス（需要応答）が注目されている。同社では、デマ
ンドレスポンス技術を検討・評価するためのシミュレーション環境として、DesignBuilderを利用
した建物空調のエネルギー解析に取り組んでおり、本講演ではこれらの取り組みと同社の省エネ
ソリューションについて紹介する。

Profi le：データマイニング技術を応用した，省エネソリューションの技術開発に携わる(平成24年エ
ネルギー・資源学会茅奨励賞)。

特別講演 8

「Multiframe のAutomation 機能を
利用した構造形態の解析」 

東京電機大学 未来科学部 建築学科
教授　朝山 秀一 氏

立体構造解析プログラムMultiframeは、自作のプログラムで呼び出し、骨組解析を実行させてそ
の結果を利用できるように作られている。ここでは、Automation機能を利用するプログラミング
手法を具体的に解説し、自作のプログラムでパラメトリックに波の形をした屋根構造を発生させ、
Multiframeで解析して力学的合理性を比較する。Automation機能は、合理的な構造形態の探査
に活用できる。

Profi le：工学博士、一級建築士、日本建築学会会員。建築分野におけるコンピュータ応用、アルゴリ
ズミック・デザイン。

プレゼンテーション 6

「BIM&VR 最新製品・事例紹介」
(株)フォーラムエイト VR サポートグループ

AllplanによるRC構造の3次元配筋、DesignBuilderによる建築エネルギー解析等と、3次元バー
チャルリアリティUC-win/Roadを組み合わせたBIMソリューションの活用事例を紹介。また、BIM
＆VRコンペティションVirtual Design World Cupについて、第1回・第2回受賞作品と、第3回課題
をVR-Cloud®で紹介する。

プレゼンテーション 7

「３D・VRエンジニアリングサービス最新事例紹介」
(株)フォーラムエイト　VRサポートグループ

あらゆる図面の３D化、３Dレーザスキャナによる点群計測、３Dプリンタによる模型出力など、
BIM対応CADを活用した総合ソリューション「３DVRエンジニアリングサービス」の最新活用事例
を紹介する。

9/20 Fri　会議室1・2 会議室3

第7回デザインコンファレンス　建築・BIMセッション

13:00-13:40

特別講演 6  
「グローバルな視点を持つ建築・都市デザインと

データコミュニケーション」 
慶應義塾大学 教授　池田 靖史 氏

13:40-14:20
プレゼンテーション 6  
「BIM&VR最新製品・事例紹介」

(株)フォーラムエイト ＶＲサポートグループ

14:30-15:10 
特別講演 7  
「DesignBuilder、EnergyPlus による建物空調エネルギー解析」 

アズビル株式会社 技術開発本部 基幹技術開発部　近田 智洋 氏

15:10-15:50 
特別講演 8  
「MultiframeのAutomation機能を利用した構造形態の解析」 

東京電機大学 未来科学部 建築学科 教授　朝山 秀一 氏

15:50-16:30

特別講演 9  
「BIMソリューションAdvance Steel/Concrete 
　　　　　　　　　　2013 の最新機能、事例、データ連携性 」
グレイテック社 アジア太平洋地域統括ディレクター　Pascal Bergougnou 氏

16:30-17:10 
プレゼンテーション 7  
「３D・VRエンジニアリングサービス最新事例紹介」

(株)フォーラムエイト ＶＲサポートグループ

特別講演 6

「グローバルな視点を持つ建築・都市
デザインとデータコミュニケーション」 

慶應義塾大学
教授　池田 靖史 氏

BIM/コンピュテーショナルデザインと、ソーシャル・コミュニケーション・メディアにより、設計行為
や設計コンペのあり方がどのように変容しているか、また、グローバルな学生ワークショップであ
るAIAC国際建築設計スタジオにおける学生の視点や設計手法等の紹介を絡めて、パリからのネッ
ト中継で発表する。

Profi le：建築家。慶應義塾大学教授。博士（工学）。IKDS代表。建築や都市と情報技術の関係につ
いて論考や作品を発表している。Virtual Design World Cup実行委員長。

プレミアム会員ユーザ

ランチビュッフェ招待券

ご来場者プレゼント
オリジナルマウスパッド、ECOバッグ

ボールペン、図書カード500 円

特別講演 9

「BIMソリューション
     Advance Steel/Concrete 2013 の

最新機能、事例、データ連携性」
 

グレイテック社 アジア太平洋地域統括ディレクター
Pascal Bergougnou 氏

Advance Steel/Concrete 2013の鉄構造図面、平面図、3D鉄筋図面、螺旋階段等の自動生成機
能および最新機能を紹介。特長である容易な操作性と併せて、その相互運用性について説明しま
す（ISO標準データ形式IFC、3ds Max等にも対応）。さらに、最新事例についても紹介します。

Profile：構造工学出身。デザインイノベーションテクノロジー(3Dデザイン、工学、CAD、PLM、
BIM)のノウハウ、14年間の業績を持っている。アジアには15年間(うち3年間は日本)滞在。

VDWC（学生BIM＆VRデザインコンテスト オン クラウド）サポート
Virtual Design World Cup Support

CPWC（学生クラウドプログラミングワールドカップ）サポート
Cloud Programming World Cup Support

開発キット（SDK）による
クラウドアプリの
プログラミング技術を競う！

The 2nd Student BIM & VR Design Contest
World Cup Award Noah's Ark -Tokyo 2050-

Shibaura Institute of Technology

BIM/CIMとVRを駆使して
先進の建築土木デザインを
クラウドで競う！

World Cup Award
「Noah's Ark -Tokyo 2050-」
芝浦工業大学 建築設計情報研究
澤田研究室 SWD LAB

World Cup Award
「The Oasis」
金沢大学　金大都市研

第2回 学生BIM＆VR 
デザインコンテスト

第1回 学生BIM＆VR
デザインコンテスト

「建築BIMセッション」でもご講演いただく池田靖史氏（慶應大学教授、
VDWC実行委員長）が中心となって進める国際学生コンペティション
（フォーラムエイト協賛）の作品紹介。ポスターセッション、対象敷地である
日本橋のVRデータによる応募作品のプレゼンテーションを展示します。

第3回 学生BIM＆VRデザインコンテストオン クラウド

第1回 学生クラウドプログラミングワールドカップ

VDWC第1回・2回受賞作品 ポスターセッション

AIAC国際建築設計スタジオ2013

作品データ・ポスター展示

作品応募についての質問や、SDKの活用方法、プログラミング
についての相談・質問などに、フォーラムエイト担当者がお答
えします。

CPWC応募者サポートコーナー

SDKを用いたサンプルプログラム展示

展示販売コーナー   VR-Cloud® SDK解説書
『Androidプログラミング入門』

対象製品： UC-win/Road、UC-win/Road SDK
VR-Cloud®、VR-Cloud®SDK
独自伝送技術 a3s（Anything as a Service）SDK

作品応募についての質問や、対象製品・データ作成等についての相談に、フォーラムエイト
担当者がお答えします。

VDWC応募者サポートコーナー

応募作品における計画・コンセプトの見せ方や、仕上げなどについての最終的なアドバイ
スを、「VRまちづくりシステム」のファシリテータでもある傘木宏夫氏（NPO地域づくり
工房 代表）より行っていただきます。また、関連する内容として、参加型まちづくりにおけ
るVR活用の意義や手法・事例について「VRまちづくりシステム」プレゼンテーションも
実施します。

VDWCワークショップ講師傘木氏によるアドバイスコーナー

対象製品： UC-win/Road（津波、土石流、出来形・点群プラグイン等を含む）
Allplan（Architecture/Engineering）
Engineer's Studio® UC-1シリーズ
DesignBuilder　他

Density of the frontage HIGH(1.9m/1door)

Continuity of commercial use: HIGH

Economic efficiency:(100%-7%)*9-40%=797%

Intensification

Set share offices.Set commericial faxcilities or share offices beside the 

aerial open space.

Define the "core zone".

Set offices.

Build some cores inside the "core zone".

Set residences

Make "Aerial openspace" around the core.

Connect each build with aerial openspace.

I considered that DNA of Nihonbashi is commercial activity appear on 
the ground which has started in the Edo era. 

and underground traffic. In this way, liveliness of the street as 
Nihonbashi style has lost.
To succeed DNA from the Edo era drifting to Nihonbashi while 
maintaining economic effect by intensification, I propose a three-
dimensional store with aerial open spaces.

I considered that DNA of Nihonbashi is commercial activity appear 
on the ground which has started in the Edo era. 
This DNA  decl ines because of the economic effect by 

street as Nihonbashi style has lost.
To maintain economic effect by intensification while succeeding 
DNA from the Edo era drifting to Nihonbashi, I propose a three-
dimensional store by the aerial open space.

Analysis

2.Add a new style to Nihonbashi
Aerial open spaces make a new style as the dispatcj of new commercial businesses.

Additional to the style as the commercial center  succeeded from the Edo era, a new style as the dispatch of new commercial businesses was proposed. 
Residences will use for middle stay of the overseas businessman, and Nihonbashi will be globalized as a commercial dispatch.
I propose new Nihonbashi style as the world center.

3.Design Method

Density of the frontage HIGH(2.9m/1door)

Continuity of commercial use: HIGH

Economic efficiency:(100%-9%)*2=182% 

Edo period: Shinise store

liveliness of the street: HIGH

Prot of "Afredashi" -individual elements on the streets-

2063: three-dimensional store   yb

aerial open spaces
Density of the frontage LOW(9.3m/1door)

Continuity of commercial use: LOW

Economic efficiency:(100%-10%)*4=360%

2013: Move to middle or big buildings

liveliness of the street: MIDDLE

2013:Move to huge buildings

liveliness of the street: LOW

1.Succeed to the DNA of Nihonbashi 

Aerial Edo Market
AIAC 2013 @Tokyu-competitionAzusa Ino, Keio University, Japan

C
huo D

ori

Muromachi Dori

Mitsukoshi

Bikes
small things

Private Things

use
Commercial

Public facility
Hospital

Bank Gallery

Residence
Empty

2."Afredashi" × Usage of buildings

Continuity of commercial use facilitates Afuredashi.

Research

3."Afuredashi" × Density of the frontage

About the density of the frontage is high, Afuredashi 

increases.

DNA of Nihonbashi: Commercial actyvity
                                appear on the ground

New style: business

1.Effects of "Afuredashi"

Afuredashi makes liveliness of the street.

A.between offices

A.between 
offices

B.residence

B.residence

C.commercial1

C.commercial1

D.commercial2

D.commercial2

Density of the frontage HIGH(2.7m/1door)

Continuity of commercial use: LOW

Economic efficiency:(100%-15%)*8=680%

CORE 9% CORE 15% CORE 10% CORE 7%+aerial openspaces40%

S=1:300 S=1:300 S=1:300 S=1:300

commercial

office

share office
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office
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residence
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×
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×
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×
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×
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×
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×
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business
×
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×
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Aerial openspace

Aerial openspace

会議室3

関連製品展示
・UC-win/Road
　（津波、土石流、出来形・点群プラグイン等を含む）

・VR-Cloud®
・Allplan
　（Architecture/Engineering）
・Engineer's Studio®
・UC-1シリーズ
・DesignBuilder
・UC-win/Road SDK、
・VR-Cloud®
・VR-Cloud®SDK
・ a3s（Anything as a Service） SDK

「VRまちづくりシステム」プレゼンテーション
14：00～14：30　16：00～16：30

BIM研究でも著名な建築家、池田靖史氏（慶應義塾大学教授）より、
｢AIAC 国際建築設計スタジオ｣で滞在中のパリからネット中継にてご講演
いただきます。建物空調エネルギー解析、構造形態解析、BIMソリューショ
ンなどに関して、講師の方々を招聘してご講演を実施します。BIM＆VRソ
リューション、3D・VRエンジニアリングサービスに関する最新情報もご紹
介いたします。

The 7th Design Conference Architecture/BIM sessions

第7回デザインコンファレンス
建築・BIMセッション

The 7th Design Conference 国際学生コンペティション、Vir tual Design World Cup／Cloud 
Programming World Cupの作品応募期間（10/1～10/10）を前に、応募
予定者の方を対象としたサポートコーナーや、広く一般の参加者も対象と
したプレゼンテーション・関連の展示を実施

9/20Fri　会議室4（午後） フォーラムエイト製品・サービスの操作方法や活用
方法などについての質問に、開発者がお答えします。
お気軽にお立ち寄りください。

事前申し込みが必要となります。UC-win/Road
テクニカルサポート

AIAC国際建築設計スタジオ開催中の

パリから会場にネット中継で配信

The 7th Design Conference VDWC / CPWC sessions

第7回デザインコンファレンス
VDWC/CPWCセッション日英中

同時通訳公益社団法人
土木学会
CPD 認定
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